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令和４年１０月１日 令和４年１０月１日

◎
九
月
十
四
日
（
水
）、
大
曲
市
民
会
館
を
会
場
に
三
年
振
り
の

　開
催
と
な
っ
た
『
梅
花
流
秋
田
県
六
十
五
周
年
記
念
奉
詠
大
会
』

　の
様
子
は
、
次
号
に
て
た
っ
ぷ
り
と
お
伝
え
す
る
予
定
で
す
。

★

　編

　集

　後

　記

　★

　皆
様
、
い
つ
も
『
同
行
』
を
ご
愛
読
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
、「
五
十
」
と
い
う
節
目
を

記
念
号
と
し
て
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。
六
頁
の
よ
う

に
表
紙
一
覧
で
俯
瞰
し
て
見
る
と
、
歴
代
編
集
担
当
の

誌
面
に
込
め
た
梅
花
へ
の
想
い
や
編
纂
の
苦
労
が
改
め

て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。  

▼
昨

年
、『
同
行
』
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
デ
ー
タ
化
を
行
っ
て

か
ら
過
去
記
事
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
に
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
私
は
今
風
を
気
取
っ
て
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
に
入
れ
て
管
理
し
て
い
ま
す
が
、
歴
代
編
集
者
や

先
達
師
範
の
皆
様
か
ら
し
て
み
れ
ば
、
若
い
頃
の
仕
事

や
御
姿
が
指
先
一
つ
で
掘
り
起
こ
さ
れ
、
少
々
複
雑
な

心
境
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ど
う
か
お
許
し
を…

（
冷
汗
）  

▼
任
期
も
残
り
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
年
二
回
発

行
の
圧
を
背
中
に
い
つ
も
感
じ
つ
つ
、
機
関
誌
を
心
待

ち
に
し
て
く
れ
て
い
る
方
々
の
為
に
も
、
最
後
ま
で
し

っ
か
り
広
報
部
の
仕
事
を
全
う
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
折
に
触
れ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
る

も
う
一
人
の
広
報
部
員
、
岩
舘
香
央
里
さ
ん
（
鹿
角
市

花
輪
・
恩
徳
寺
寺
族
）
に
も
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（俊
彦
）

『
同
行
』
創
刊
五
十
号
に
想
う

秋
田
県
梅
花
流
師
範
・
詠
範
の
会 

会
長

本

　間

　雅

　憲

が

　
　

  

け
ん

ほ
ん

　
　

  

ま

　
こ
の
度
、『
同
行
』
誌
が
節
目
と
な
る
五
十
号
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
に
秋
田
県
梅
花
流
師
範
・
詠
範
の
会
に
、
ま
た
同
誌
の
寄
稿
や
編
集
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
す
べ
て
の
皆
様
方
に
お
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
元
年
十
一
月
に
発
行
さ
れ
た
第
一
号
に
は
、
当
時
の
会
長
・
亀
谷
健
樹
老
師
が
初

の
機
関
紙
発
行
に
至
る
思
い
や
、
今
後
の
秋
田
県
梅
花
流
、
梅
花
流
師
範
に
対
す
る
期
待

の
気
持
ち
を
熱
く
語
ら
れ
て
い
ま
す
。
果
た
し
て
そ
の
思
い
に
応
え
ら
れ
て
い
る
の
か
心

も
と
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
精
進
い
た
す
所
存
で
す
。

　『
同
行
』
第
一
号
発
行
の
頃
、
私
は
宗
務
庁
梅
花
流
師
範
養
成
所
の
第
八
期
受
講
生
で

し
た
。
第
一
回
目
の
講
習
は
本
庁
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
よ
り
都
下
の
寶
光
寺
様
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
近
く
の
八
王
子
市
で
幼
女
誘
拐
犯
が
捕
ま
り
騒
が
し
く
、
重
苦
し
さ
と
不
安
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
参
加
者
は
約
八
十
名
で
し
た
。
数
名
の
顔
見
知
り
が
い
た
こ
と
と
、

何
よ
り
柴
田
弘
一
先
生
が
講
師
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
こ
と
で
安
心
し
た
も
の
で
し
た
。
寶

光
寺
様
で
は
、
境
内
地
に
臨
時
の
風
呂
場
を
設
置
す
る
な
ど
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
本

庁
の
養
成
所
を
宗
務
庁
以
外
で
開
催
し
た
の
は
後
に
も
先
に
も
こ
の
時
だ
け
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
貴
重
な
経
験
で
し
た
。
そ
の
後
は
す
べ
て
宗
務
庁
で
、
三
泊
四
日
の
講
習
を

年
三
回
二
年
間
通
い
ま
し
た
。
当
時
の
交
通
事
情

で
は
往
復
に
一
泊
ず
つ
必
要
で
、
東
京
は
今
ほ
ど

近
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
講
習
で
は
全
曲
を
修
得
す
る
も
の
と
し
、
最
終

の
会
に
認
定
検
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
毎
回
必
死

に
学
び
、
唱
え
て
い
た
日
々
で
し
た
。
自
分
の
詠

讃
歌
の
原
点
と
考
え
て
い
ま
す
。

◎ご意見・ご感想はコチラまで 〒018-0604  由利本荘市西目町沼田字敷森27  円通寺（近藤） TEL0184-33-3049

「
梅
花
観
音
」
東
泉
寺
様
（
秋
田
市
金
足
）
所
蔵

楠
の
一
木
彫
り
・
像
高
一
〇
六
cm
（
台
座
含
む
）

満
開
の
梅
の
花
に
包
ま
れ
、
慈
悲
の
ま
な
ざ
し
で
我
々
を
見
守
る
唯
一
無
二
の
観
音
さ
ま

梅花観音（仏画）
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26

27
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平成 3 年

平成 4 年

平成 5 年

平成 6 年
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平成 8 年
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平成10年

平成11年

平成13年
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平成15年

平成16年

平成17年

平成18年

平成19年

平成20年

平成21年

平成22年

平成23年

平成24年

平成25年

平成26年

平成27年

平成28年

平成31年

令和 1 年

令和 2 年

令和 3 年

令和 4 年

1989

1990

1991

1992

1993

1994

1995

1996

1997

1998

1999

2001

2002

2003

2004

2005

2006

2007

2008

2009

2010

2011

2012

2013

2014

2015

2016

2019

2020

2021

2022

発行年 西暦 会　長 事務局 編集担当 印刷所

グラコン社
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目

三
代
目

四
代
目

五
代
目

六
代
目

七
代
目

武

石

印

刷

武

石

印

刷

米

倉

印

刷
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秋
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第   ５ ０   号

　
そ
の
任
務
は
突
然
回
っ
て
き
た
。
前
任
者
だ
っ
た
方
が
、

御
法
務
・
宗
学
仏
典
研
究
・
布
教
梅
花
活
動
等
で
多
忙
を
極
め
、

発
行
が
遅
延
し
て
し
ま
っ
た
と
の
事
。「
次
、
宜
し
く
。」
と

の
事
で
、
そ
こ
か
ら
私
の
「
同
行
〜
同
修
」
は
始
ま
っ
た
。

引
き
継
ぎ
、
発
行
し
て
み
て
思
っ
た
の
は
、
色
。
黒
一
色
刷

り
か
ら
紫
色
に
変
更
。
す
る
と
写
真
、
活
字
に
も
少
し
メ
リ

ハ
リ
が
つ
い
た
。
毎
回
、
表
紙
の
写
真
と
御
詠
歌
の
一
節
を

決
め
る
の
に
苦
労
し
た
。「
蓮
の
花
の
ト
ン
ボ
」（
第
二
十
七

号
）
と
か
、「
鮭
川
村
の
ト
ト
ロ
杉
」（
第
四
十
号
）
と
か
、

撮
れ
た
時
に
は
嬉
し
か
っ
た
。

　
ま
た
、「
梅
花
の
ふ
る
さ
と
」
で
の
逸
話
に
納
得
感
動
し
、

そ
の
時
々
の
寄
稿
文
、
東
日
本
大
震
災
の
支
援
に
入
っ
た
浅

北
秋
田
市
上
杉
・
太
平
寺
住
職

亀

　谷

　隆

　道

た
い
へ
い 

じ

か
め

　
　
　

 

や

り
ゅ
う

ど
う

◆
五
代
目
編
集
担
当

『
同
行
』
の
編
集
を
顧
み
て

『
同
行
』
の
編
集
を
顧
み
て

か
え
り

田
師
範
の
話
、
祈
り
と
し
て
の
梅
花
、
講
員
さ
ん
の
梅
花
入

講
の
話
等
々
、
心
に
残
っ
た
。
た
だ
、
時
代
と
共
に
大
会
や

研
修
会
の
感
想
を
寄
稿
し
て
い
た
だ
く
人
が
減
り
、「
お
ら

ほ
の
梅
花
講
」
も
〈
講
員
不
在
〉
と
い
う
こ
と
で
断
ら
れ
、

高
齢
講
員
減
少
化
の
流
れ
を
感
じ
た
。
約
十
五
年
近
く
、
二

十
号
分
の
編
集
発
行
に
携
わ
っ
て
き
た
が
、
平
成
の
終
わ
り

頃
に
は
持
続
不
可
能
に
な
り
退
任
し
た
。

　
最
後
に
思
う
事
は
、
発
行
中
期
に
寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た

県
北
部
の
若
き
師
範
さ
ん
の
事
。
彼
は
故
郷
の
町
を
盛
り
上

げ
る
為
に
十
二
月
暮
れ
の
街
路
樹
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

飾
り
付
け
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
光
で
《
闇
を
照
ら
し
、
明
る
い
世
の

中
を
作
っ
て
い
た
》（
第
三
十
四
号
参
照
）。
今
で
も
彼
は
梅

花
を
続
け
て
い
る
だ
ろ
う
か
。


